
文部科学大臣認定

職業実践力育成プログラム（BP）

写真を入れてください

薬剤師の
キャリア形成を
応援します
在宅医療に秀でた

薬剤師を養成します

2025年度

  大阪医科薬科大学薬学部

「薬剤師キャリア形成プログラム」

  履修証明プログラム



目次

履修証明制度およびBPの説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P. 2

「薬剤師キャリア形成プログラム」の特徴・・・・・・・・・・・・・ P. 3

各プログラムの紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. 4

受講生募集要項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. 6

受講申込書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. 7

履修証明制度とは

履修証明プログラムとは、学校教育法第105条及び学校教育法施行規則第164条の規定に

基づき、大学のより積極的な社会貢献を促進するため、主に社会人等を対象とした一定のま

とまりのある学習プログラムを開設し、その修了者に対して学校教育法に基づく「履修証明

書」（Certificate）を交付するものです。(https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shoumei/)

「履修証明書」は現在政府が推進している「ジョブ・カード制度」においても「職業能力

証明書（ジョブ・カード・コア）」として位置付けられており、今後、自身のキャリアアッ

プやキャリアプランに有効に活用できます。

文部科学大臣認定「職業実践力育成プログラム（BP）」とは

大学、大学院、短期大学及び高等専門学校（以下、「大学等」）の正規の

課程と履修証明プログラムで、主に社会人を対象とした実践的・専門的な課

程を「職業実践力育成プログラム（BP）」※として文部科学大臣が認定して

います。 https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/bp/index.htm

主に実務家教員による授業やグループ討論等の科目で構成されており、実

践的・専門的な授業を受けられます。平成27年度に制度が創設され、毎年新

たなプログラムが認定されています。

※ 正規課程と60時間以上の体系的な教育カリキュラムで構成される履修証明プログラムが対象。

BP: Brush up Program for professional

教育訓練給付制度

本プログラムは、厚生労働省が実施する教育訓練給付制度に応募予定です。
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【 お問合せ先】

大阪医科薬科大学 薬学生涯学習センター
〈受付時間：平日9:00-17:00〉
〒569-1094 大阪府高槻市奈佐原4-20-1
TEL：072-690-1101(薬学部教務課）
FAX：072-690-1105
E-mail：p-omplec@ompu.ac.jp

「薬剤師キャリア形成プログラム」について。

プログラム概要

厚生労働省の「薬剤師の養成及び資質向上等に関する検討会」が公表した「とりまとめ」（令和3年6

月  https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_19562.html ）において、「薬剤師の教育は、大学卒業・免許

取得で完結するものではなく、卒後の生涯研修が不可欠である。」「薬剤師をとりまく様々な変化に対

応するためには、常に自己研鑽に努めて専門性を高めていく対応が必要となる。」と提言されています。

地域医療構想において、良質かつ適切な医療を効率的に提供できる体制を確保するため、病床再編等、

医療機関の機能分化・連携が進められるなど、医療提供環境は変革の時期を迎えています。また、医

療・福祉・介護を地域で支える地域包括ケアシステムが構築されており、薬剤師は病院・薬局を問わず

自身の置かれた立場において医療専門職として貢献することが求められています。

本プログラムは、今後の活躍が期待される薬剤師の育成を目的に、在宅医療に秀でた薬剤師の養成を

目指します。本プログラムの履修修了者には、履修証明書を交付します。

本プログラムは、本学薬学部生涯学習センターの講座を基盤とし、大学院の授業を組み合わせたプロ

グラムとなっています。今後の在宅医療では医療機関との機能分化・連携が推進されると見込まれるこ

とから、地域包括ケアで求められるフィジカルアセスメントや無菌調製、認知症や褥瘡への対応能力を

身につけます。また、漢方医学の基礎を学修し、セルフメディケーションの支援能力を身につけます。

さらに、医薬品の適正使用、医療倫理、最新の薬物治療・診療技術に関する情報などについても学修し

ます。

令和6年度、本学の「薬剤師キャリア形成プログラム」

が文部科学省の職業実践力育成プログラム（BPプログラ

ム）として文部科学大臣の認定を得ました。

詳しくはこちら

令和6年度「職業実践力育成プロ

グラム」（BP）の認定について

（文部科学省）
https://www.mext.go.jp/a_menu/

koutou/bp/1411849_00007.htm

カリキュラム

履修

履修期間：2 年

履修時間：60 時間以上

受講形式

スキルアップ講座：対面（実技）

漢 方 基 礎 講 座：オンデマンド

先 端 医 療 講 座：対面＋WEB

医 療 評 価 薬 学：対面（一部オンデマンド）

医 療 薬 学 総 論：対面（一部オンデマンド）

トピックス

各講座の受講により「生涯研修認定制度」の

単位も取得が可能です（一部の講座を除く）。

取得した単位は、認定薬剤師の申請時にも利

用可能です。
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■プログラム概要

■スキルアップ講座 【必修】（合計26.5時間、双方向、ワークショップ） 

■漢方基礎講座 【必修】 (各回１時間、合計10時間 オンデマンド受講)

この講座では、勉強しても漢方薬がよく分からないと思っている薬剤師の先生方に対して、可能な限

り簡便な言葉や考え方で解説します。さらに、薬学の立場から漢方薬を構成している個々の生薬の薬能

（経験的効能・効果）について理解を深め、各漢方薬の特徴をイメージ出来るように解説します。

第1回～第3回（後期 土曜日開催）、第4回～第10回（日曜日開催）場所：薬学部（奈佐原キャンパス）

臨床で活躍する薬剤師に求められる知識・技能の向上、ならびにチーム医療における薬学的管理に必要

な評価能力、判断力、実践力を涵養します。さらに、在宅医療に従事する薬剤師に求められる各種技能

を修得します。
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日曜日開催 場所：大阪駅周辺もしくは薬学部（奈佐原キャンパス）

疾患ごとの病態と薬物治療や患者サポートなどについて、専門の医師と薬剤師の講演によって学びます。

医師と薬剤師の双方から学ぶことで、疾患を多面的に深く理解するとともに、最新の治療を理解するこ

とを目的とします。

■先端医療講座 【必修】（各回3時間、合計9時間、対面またはWEB受講）

■医療評価薬学 【必修】（合計12時間、対面あるいはオンデマンド）

全回（土曜日開催） 場所：薬学部（奈佐原キャンパス）

日本や諸外国における医療制度及び薬事政策、医療技術評価、医薬品の臨床評価、医薬品に係るリスク

管理のフレームワークについて、実務家教員が概説します。
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募集人数 10名

応募要件

実施目的を理解し、以下の条件を満たす者

① 本学大学院学則第17条及び本学大学院薬学研究科規程

 第4条に規定する本学への入学受験資格を有する者 

② 日本国の薬剤師免許を取得している者

③ 心身ともに健全で、研修を受講し得ると判断できる者

④ インターネットを使用できる環境がある者

⑤ zoom等のインターネットを使ったソフトウェアの基本

 操作ができる者

⑥ 連絡用のメールを受信できる者

受講料 3万円（2年間）

受講申込

受付期間内に履修申請書※を「書留速達郵便」で郵送するか、本学教務課窓口に持参し

てください。書類審査による選考を実施し、履修可否を4月中に通知します。

※ BP公式WEBページからダウンロードできます

【申請書の送付先】

〒569-1094 大阪府高槻市奈佐原4-20-1

大阪医科薬科大学 薬学生涯学習センター 宛

■プログラム概要

プログラム概要

■漢方基礎講座

■医療薬学総論 【自由選択】（合計12時間、対面あるいはオンデマンド）

全回（土曜日開催） 場所：薬学部（奈佐原キャンパス）

医療薬学、薬学臨床および生物・予防薬学等の領域において必要とされる知識を修得し、各領域の連関

を理解することを目的に最新の情報を提供するとともに、薬物専門家としてのプロフェッショナリズム

教育を学びます。

［募集要項］

［申込期間］

2025年4月1日（火）以降随時
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2025年度「薬剤師キャリア形成プログラム」受講申込書

フリガナ

写真貼付欄

たて4 cm、よこ3 cm

申請前3か月以内に撮影
した無帽正面向、上半身
のもの。
写真の裏面に氏名を記入
し。全面のり付けしてく
ださい。

氏名 男・女

生年月日
西暦 年 月 日（ 歳）

（和暦 昭和・平成 年） 西暦、和暦両方記載してください。

現住所

〒（ ー ）

連絡先

（固定電話・携帯電話）                         ー ー

（e-mail） ＠

学 歴

年 月 高等学校卒業

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

職 歴

自   年      月
至   年   月

年 ヵ月勤務

自   年   月
至   年   月

年 ヵ月勤務

自   年   月
至   年   月

年 ヵ月勤務

自   年   月
至   年   月

年 ヵ月勤務

自   年   月
至   年   月

年 ヵ月勤務

自   年   月
至   年   月

年 ヵ月勤務

薬剤師
免許証番号

年 月 （免許番号 ）

※年号はすべて西暦で記入してください。

申込上の留意事項
⚫ 申込書類が不備の場合には、選考対象としません。
⚫ 申込書類に虚偽があった場合は、受講後であっても受講資格を取り消します。
⚫ いったん提出された書類および納入された受講料は、いかなる理由があっても返還いたしません。
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【 お問合せ先】

大阪医科薬科大学 薬学生涯学習センター
〈受付時間：平日9:00-17:00〉
〒569-1094 大阪府高槻市奈佐原4-20-1
TEL：072-690-1101(薬学部教務課）
FAX：072-690-1105
E-mail：p-omplec@ompu.ac.jp
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